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海邦養秀ネットワ ーク構築事業実行委員会会長

沖縄県知事公室参事監 古波蔵 健

ウチナーンチュは20世紀初頭から半ばにかけて、「我らが

家は五大州」の気概のもと、南北アメリカ大陸を中心に世界
各地へ雄飛しました。海を渡った移住者とその子弟は各国で

活躍しておリ、今でも沖縄とのつながりは深く、かけがえのな
いものとなっています。

そこで、沖縄県では「2 1世紀ピジョン」において「世界に

開かれた交流と共生の島」を掲げ、ビジョンの実現に向けて、
世界のウチナーンチュとのネットワ ークの強化、特に次世代

のネットワークを担う若者の育成に力を入れて取り組んでい
るところです。

「海邦養秀ネットワーク構築事業」は、その若者育成の一環

• として本県の国際交流における重要事業に位置付け、県内

若者を海外県系人社会ヘホームステイ派遣しております。

当事業は、2006年10月に開催された「第4回世界のウチ

ナーンチュ大会」の海外県人会 ・ 民間大使会議をきっかけに

スタ ートして今年で7年目を迎え、これまで79名の若者を

沖編から海外県系人社会に送リ出してきました。また、 ウチ

ナーンチュ大会開催年等には海外県系人子弟を沖縄に招

聘し、こちらは1 8名の若者をホームステイで受け入れるな

ど、 沖縄と海外県系人社会の双方向交流を推進してきた実

績があります。

今年度は、ベル ー沖編県人会の全面的な御支援、御協力

の下、沖縄の高校生 ・ 大学生7名を8月1 4日から28日

の1 5日間にかけてペルー共和国にホームステイ派遣いた
しました。参加者からは、沖縄とは異なるベル ーの文化に触

れ 、ウチナーンチュ移民の歴史を学ぶことで大いに剌激を受

け、 より深くウチナーンチュの文化、精神に触れることができ
たと報告がありました。また、ホストファミリ ーの皆様には、
派遣した若者達を血のつながった親戚のように受け入れて
いただいたと闇いております。沖綱に戻ってからも、参加者

違が「もうひとつの家族が地球の裏側にできた！」と口々に話
す姿に触れ、沖編とベルーの交流がより深まったという実感
を持っております。

事業名にある「海邦養秀」とは、琉球王国に存在した最高
学府、「国学」に掲げられた罵額に刻まれた言葉ですが、濤に
囲まれた島から優秀な人材を輩出したいという当時の尚温
王の思いが込められています。ウチナーネットワークの次世

代の担い手となりうる、国際感覚に優れ、沖編を深く理解し
た若者を育成するという本事業の目櫂は、この言葉の精神と

軌を一にしており、その実現に向けて今後とも取り組んでま
いりたいと考えております。

参加者にとって、ペルーにおけるもうひとつの「沖編」で過

ごしたことは、 世界中に広がるウチナーネットワ ークを実感

し、 母県 ・ 沖縄を深く見つめ直す貴重な体験となったことを

確信しており、これを糧にして彼等が将来国際的に活躍する

人材へと成長することを期待しています。

今回、貴重な経験を沖綱の若者に与えて下さったベルー

沖編県人会、 ホストファミリ ー、並びに現地関係者の皆様に

心より感謝を申し上げるとともに関係者の皆様には、県の

国際交流・協力事業の推進に尚一層のご支援、ご協力を疇リ

ますようお願い申し上げ、はじめのあいさつといたします。
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養秀ネットワーク構築事業 鵞～
＾ルー派遣出発式

出発式

学校訪問 噴水公園
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帰国の様子
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米城 沙織
琉球大学 3年生

2年生

パウカル ルミ
沖縄キリスト教学院大学 4年生

2年生

村松 燿子
沖縄県立泊高校 1年生

島袋 りおな

沖縄県立陽明高校 1年生
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当山 樋ロ アルトゥー ロ
沖縄県国際交流員

横山 貴彦
沖縄県知事公室 交流推進課

金城 さつき
NPO法人沖縄NGOセンタ ー
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ホスト7ァミII-

川畑智華・オオシロファミリー

村松燿子・ガナハファミリー

宮城瑞恵・ナカマファミリー

荻野なつれ・ウエハラファミリー

パウカル ルミ・マエソノファミリー

島袋リおな・ミヤシロファミリー

米城沙織・イシキファミリー

横山口彦・ウエズファミリー ＇
 

金城さつき・ナガ ハマファミリー

当山 樋ロ アルトゥ ー ロ・トウヤマファミリー



事業のスケジュ ー IL
日程

5月8日（水）

6月5日（水）

内容

参加者募集開始

応募メ切(33名応募）

場所・その他

6月12日（水）・13日（木） 面翠

6月14日（金） 参加者決定

沖縄県庁

沖縄県庁

派遣までの日程確認、参加者同士がうちとけ、目標・目的を高めるため、以下の研修を行った。

6月22日(±) ●一圃オリエンテーション JICA沖綱国際センター セミナールーム311

13:00~17:00 内 容：保護者説明会、旅行社（株式会社国際旅行社）からの説明、沖纏移民の学び、膿題設定
（「伝えたい沖綱」について）、次回までの課題・準備・項直認
醗翻：蒻翻（罐輝、参加者用）
【事菓慨璽、ホームステイ日程、沖綱移民について、派遣地情帽、参加者＿等】

7月13日(±) ●=•オリエカ—わン JICA沖綱国際センタ ー 多目的ル ーム

10:00-17:00 内 容：現地日系社会についての、語学研修、在沖日系人に学ぶワークショッブ、発表準傭
（伝えたい沖綱のこと）、課題殴定償総調査テーマを決める）
講師：着久原サオリさん（ワークショップ担当）

8月10日(±) ●三匹IJエンテーション JICA沖纏国際センター セミナールーム311

13:00~16:00 内 容：救急救命法について、ペルー文化について、スケジュール・持ち鞠纏匿、 F伝えたい沖纏」
の準鐵注意・項纏認。
講師：上原有美子さん（笞第

ウリベ知念 クラウディアさん（平成お年虞沖織県賣奮学生・ペルー 出暑）
．

配布賣料：活動日誌
【緊急連絡網、ホームステイ日程、日誌、ホームステイ心構え、スペイン語会話帳、持ち物チェック
表、調べ学習記録ペー ジ等】

つ一 ▼

8月14日（水）～28日（水） ホームステイツアー
（次ペ ージに詳細）

9月28日(±) .. 冨鑢 (OB/OG交瀧.,,"直） 」ICA沖綱国際センタ ー 多目的ルーム

午前中は過去の参加者との交流会（本事業の振り返り）を行い、午犠は参加着による本事鑽虞暴
発表を行った。
9:00-10:00最終準傭、10：00-12:00交流会、13：00-16：の輻告会•曝麟会
参加者：ホームステイ参加者、参加奢家族、学校教鳳 詈学生08•0G、本事業実行霙髯会 ； 

5
 



ホ ー ムステイツア ー 日程

ツアーコーディネ＿卜してくださったペルー沖縄曝人会の皆櫂
ルイス 嵩原さん（県人会会長）
カリナ 小波津さん（県人会研修部長）
カルロス 金城さん（県人会事務局）
エルケ 当山さん（県人会賽務局）
ノルマ シモヒラさん（県人会事務局）
フリオ 嵩原さん（県人会会員）

1日目：8月14日（水）
06 :30那覇空港集合
07:00-07:15 出発式
08:05那覇発 10:25羽田空港若
羽田空港⇒成田空港 16:00成田空港発
14:15ヒュ ーストン着 15:50 ヒュ ーストン発
22:20ペルー・ リマ若
各ホームステイ先へ

2日目：8月15日(*)
ウェルカムパ＿ティに向けての準備
県人会で昼食
ウェルカムハーティ
ゆいまーるフェスティバルに向けての準備

3日目：8月16日（金）
（りラ・ウニオン学校を見学。
案内：後藤 フアンさん（校長）
日秘文化会館の設備
②移民博物館等を訪問。
案内：我那覇 宗孝さん（県人会副会長）
ゆいまーるフェスティバル準偏

4日目：8月17日（土）
ホストファミリーと過ごす

5日目：8月18日（日）
（午前）ゆいまーるフェステイパルに向けての準備
®（午後）ゆいまーるフェステイパル参加

6 日目：8月19 日（月）
Parque de las leyendas（動物園）訪問
④AMDA活動現場視察（カラバイーヨ地区）。
案内：渡□ ルイス 宏文(AMDA沖縄）

ホセ ヤマニハさん(AMDAペルー）

7 日目：8月 20 日（火）
⑤カニエテ（日本移民発祥の地）訪「d
【グスクマ氏経営ピスコ工場、慈恩寺、港】
振返リ ※イカ市泊
引率：ヘイジ 平良さん(2 0 1 1年沖縄県四留学生）

ハルミ 比嘉さん(2 0 0 9年県沖縄四留学生）

8日目：8月21日（水）
ナスカの地上絵観光
引率：7日と同上

9日目：8月22日（木）
⑥移住者の体験談(1世・当山津代さん、2世・仲田幸弘さん）

1 0日目：8月23日（金）
⑦ミヤサト氏経営ガラス工場見学
民芸品市場
リマ旧市街地観光
Paseo de las aguas（明水公園）訪問

1 1日目：8月24日（土）
フォルクロー レ（伝統的な踊リ）体験講座。
講師：ロベルト 比嘉さん
さよならパーティに向けての準備

1 2日目：8月25日（日）
スポー ツ交流
県人会館さよならパーティ（成果発表、 ペルー県人会のメッ
セ ージ、 余興）

1 3日目：8月26日（月）
ホストファミリー と過こ·‘す
17:00 日秘文化会館
19:00 搭乗手続き、 荷物預け、 出国審査
22:00 リマ発

1 4 日目：8月 27 日（火）
07:30 ニュー ヨーク恙 10:55 ニュー ヨーク発

1 S日目：8月28日（水）
13:55成田若 17:55成田発 20:55那覇行

ー・
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事後研修のOB/OG交流会、 報告会 J I CAフェスタでの展示
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本7 ログラムを通して、
参加者が学んだこと

l=:-=- 玉
： ロ

参加者の多くは、滞在中、多くの沖纏文化を目にしまし
た。 沖纏の歌、三練、エイサー、ウチナー グチ、沖纏料遅、仏壇
や旧層で迎えるお盆。 これまで身近にあったものであリます
が、遠く離れたペルーで触れ、ペルーにいながらにして、沖編
を感じた参加者たちは、沖纏や自分たちの暮らし・文化を考

鼻 える機会となリました。

慈恩寺

』”

、J0
 

I 移民の歴史
I 

移民史料館訪問、1世・2世による体験談、そしてホストファ
ミリ ーとすごす中で、ペルーヘの沖縄移民の話をたくさん聞
いた参加者たち。 知らなかった歴史を学びました。 直接お会
いし、話を聞くことができ、本で学ぶ以上のことを得られたよ
うです。

L沖縄県系人 ・ 日系人の活躍 ～る• ·, ．＿.-...,.I 
移民の歴史を学ぷことに加え、沖纏票系人の働く会社を訪

問させていただきました。
ミヤサトガラス工場、ペル ーのお酒・ピスコ工場、ペルー

国内で幅広く展開するチキン料理のお店を訪問しました。 ま
た、日系人の経営する学校も防問。多方面で沖謁県系人（日
系人）が活躍していることを目の当たりにしました。 移民した
頃、戦中・戟後の厳しい時代を乗り起えてきた巳系人の精神
には多くのことを学びました。

また、加えて、ベル ーの社会問題や文化にも舶れることが
できました。 ベルーの社会謀題を考えるだけではなく、貧困
や搾取の問題が沖縄にも存在するのかということも考える機
会となりました。

ペルーのウチナーンチュの皆さんと交流を深めながら、沖
縄移民の歴史を理解し、沖縄・ベルーについて学び、考える
機会となりました。

ミヤサト氏経営ガラス工場

;r /1 

移民史料館 グスクマ氏経営ピスコ工場
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固む因］叫
| •8月 14 日／15 日 ・ 川畑智華 I 

まず飛行機について。
初日は飛行機に乗った時間の方が長かったです …。とても

とても長くて、かなりくたびれました …！

でも機内食もまあまあ美味しく 、 私にとっては初めての体験

でとても楽しく感じました。

ペルーに着いた時、 入国審査上で思った以上に時間がか

かってしまい、 県人会の方々を三時間も待たせてしまうとい

うハプニングもありました… (10人中私だけ、再審査にもな

リました. ·) 
です が、県人会の方々が【めんそーれ】と書かれた損断幕

を掲げて出迎えてくださリ、私連の旅の疲れも一気に吹き飛

びました！

その後は集合写真を取って、各ホームステイ先に別れて行

きました。ちなみに気候は 15℃！肌寒い感じがします。
私のお邪魔した御宅は、大城さんのお家！

大きくって広い！とても綺麗なお家です。子供たちの部屋に
もそれぞれバストイレがついています！うちにもそのシステ
ム導入したいです。

そして今日は●人倉のウェルカムバーティがあ•J、払遍のそ

れぞれのテーマもおばあちゃんおじいちゃんの鱒で巽覆しま
した。まぷいぐみ、ウケてました！笑

その後は沖編そばや沖編 料理、ペルーのトウモロコシを使
ったペピアンという料理などを頂きました！〇

Me encanta Pepian!!! 

l- - -.3月 16，画ユ這織 - --
今日は、8時から活動を開始し、 アルトゥ ー ロが去年まで

働いていたラ・ウニオン学校を見学しました。 1 0名～2 5 

名程の少人数でレベル別に学校の授業を行っていて、見学

した小学 1 · 2 年の授業は体を動かしながら、日本語を覚え

たり、 スー パ ー 「よ」の授業は、とても楽しかったです。壁のロ

かれていたいろいろな日本語と4つの色分けの際でのそれ

ぞれについている時代の名前はイイネ！でした。

日秘文化会館では 、 耀子

ラ・ウニオン学校

パパの我那覇さんの丁寧な

説明を受け、実際の写真や

展示品などが、 たくさんあっ

たので、とても勉強になりま
した。

当時からある、 沖縄のユ
イマ ー ルの心に沖縄の精神

を感じました。我 那 覇 さ ん
G racias!！!！帰国後の報告杏
頑張リます。会館の日本食の

レストランの日本料理はと

ってもおいしかった！
午後は 、ユイマ ー ルフェスティバルに向けての準備をし

ました。昨日に比べとてもまとまっていたので 、 1 8日の

本番上手に歌えるように頑張 りましょ！！
明日は、ホー ムステイ先と一日過こ‘‘すのでとても楽しみ！

ドルを ‘ノルに変え、日本料理を食べました！！様々な種類が
メニュ ーにならんでいたので、日本に戻ったような感党でし

i
 

.

.
 ,
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た。とってもおいしかった。

L8月 17日•島袋りおな一

ペルー、リマ市空港

今日は大城さんファミリー と、 ともかさんとさおリさんと私

でお出かけに行きました！最初はアンキョロヒア博物館に行

きました。そこではペルーの歴史についてガイドさんからお

話を聞きながらまわりました。本物の武器とか衣装とかを見
てとても良い勉強になりました。

お昼前のおやつは130年の老舗のお店ケイロロ というお

店で食べました。 パパレイェナという牛肉とオリーブを炒めて

8
 ＇

 



リマ旧市街地

じゃがいもで 包んだ料理と、 タマルというトウモロコ シの料

理とカウカウというじゃがいもと豚の内展を炒め た 料理を食

べました。 全部美味しかっ た で す。 特にカウカウは沖 縄にも

豚の内臓を使っ た 料理とか があるの でかなリ沖 縄を感じま
した（笑） そして、 一旦大城さんの家に行って大城パパを待ち
ました。 大城ファミリー で飼ってる犬のミカちゃんがすごく可

愛かっ た で す。
そして、民芸品市場のインカマ ー ケットに行きました。 とも

かさんも、さおリさんも、 私もとても良い 買い物をするmが出

来てテンションが上がリました。 途 中 で 宮城ファンさんとマリ

さんも合流して一 緒にまわリました。 通訳とかもして 頂いて
とても助かリました。 次はカミノデインカというデバー トに行

っ て三人ともネイルや髪セットをしてもらいました ヽ(0▽、0)/

皆可 愛くなっ た の で 明 日楽しみにしていて下さい （笑）

夜 ご飯は、 中 華 料理を食べに行きま した。 ペルー の中華料

理はペル ー 料理と中華 料理を足した 料理らしいので どちら

の味もして面白かっ たし、 美味しかっ た です。 中華 料理レスト
ランで解散して、 私はフアンさんに送ってもらいました。 今 日

もとっても楽しかっ た で す(· '<t · ) Q
明日はゆいまーるフェスティバル！ 皆で力を合わせて頑彊•）

ましう！ プエ ナスノーチェス！

□ 3月 1 8 日 ・ 荻野 な つ れ
I 

今 日はみんな が待ちに待っ た ゆいま ーるフェスティバル

でした。 朝からみんなで 歌の練 習をして、 お昼ご飯にちょっ
とだけペル ー 料理を期待しながらも沖 縄そ ばを食べ 、午後

に少し休憩をして、 本番に臨みま した。 そしてついに！！ゆいま
ーるフェスティパル！！沖 縄 民謡 で踊る方や、 日 本語の曲に合
わせて踊る子供、三線を引きながら歌う人など、さすが沖縄
県人会だなと思いました。 ペル ー のダンスを踊っ ている人も

いて、 自 分もなんだか踊リたくなりま した。 そしていよいよ！！

海邦投秀グル ー プの出番！！舞台 辺 で 笑いながら出番を待っ

ていました。 三線片手にていん さぐぬ花をみんなと一緒にリ

おなの ピアノに合わせて歌いました。 そして、 2 曲目、島人の

宝。 鳥人の宝を歌って今日はじめて患ったんですが、歌詞が＊

当にいい歌詞だな～と 言葉 ではうまく伝えられないけど、 沖

縄の人も、ペルー に移民して、 ペルー に住ん でいる県系人の

人も、みんなそれぞれ沖縄のいい所だっ たり、自分の中にあ
る、 自分だけが知っている沖縄のすてきな所を持っているん
だろうな～と。 私自身も歌詞にあるように、沖縄の海のすばら
しさをきっと誰よリも知っています。 こんなことをベルー で考
えることが できてよかった です（＾＾）そして県系人のエイサー

で締めをくくリ、 みんなで カチャ ーシーを踊リました。

ペル ーは国境を越えてもみんなで 一緒にカチャ ーシ ー ガ

できるほんとにすてきな国 です。 そして改めて、沖縄から遠く

離れているペルー でも沖縄の伝統芸能や文化が受け継がれ

ているし、本当に沖 縄をはじめ 、 自らの故郷を大切にしてい
る国だなと思いました。 ちなみにいまも私の横でホストファ

ミリーのシスターが 日本や、 沖縄の歌を歌っています（笑）
そして！！今 日は！ ！2 年ぶリにジュニアスタデイ ツアー （沖縄

県のプログラムで、沖縄 で 海外県系人子弟と沖縄の中高校

生が 1週間沖縄の歴史・文化をともに学び、交流を深めるプ
ログラム） で 出 逢っ たペルー の友達と会えまし た ！！みんな相

変わらず元気で 笑顔 が本当にすてきで 、本当にすてきな 1

日になリま した。 1 度でき た 友 達は一生ものだと身にしみ
て感じた 1 日 でもあリました。

いろいろと協力してくださった周 リのみなさん、あリがとうこ
ざいました。

ゆいまーるフェスタ

I • 8月 1 9 日 • 宮城 瑞恵 I 
今 日は朝の集合が早かっ たので 5時過ぎに起きました。

ま ず最初に動物園へ行きま し た 。 平 日 で 午 前 中 のせい

か、人が少なくとても静か で し た。 この動物固は元々迫跡が

あっ たらしく岩がまだ沢山残ってい ま し た。 なつ れがとても

楽しみにしていた アルパカに会えま したが、私達のもとへよ

っては来てくれず、意外と臭いがして驚きまし た （笑）。 アルパ

カ以外にもクジャ ク、ペンギン、 コンドル、キリンなどにあえ

た の で 良かっ た です ！ 動物園 で 私はトイレに行きたくなリ 日

本では無料なのに． ． ．と思いながらもsoセントを払いました。

お昼はオ ー ナーが 日系人であるNORKY'Sでチキンを食べ

ました。 1 人分のチキンが大きすぎて食べるのに苦労しまし

た。 チキンを美味しく頂いた後、 外にで た時の事 でした。 気付

，
 



かずセメントが固まっていない所に足を乗せてしまい、 私の

足跡が綺麓に残ってしまったの です。 工事している方に迷惑

をかけて、申し訳ないと思いました。

Parque de las Leyendas 動物園

午後はリ マの北部にある 臼困地域に行きました。 ま ずは

LA FLORという学校でAMDA· J ICAの方 々が生徒にエイ

ズについて講習をしているのを見学させてもらいました。

生徒達も真 剣に間いていました。 親が 子供 にいいづらい
事を丁寧にわかリやすく使用方法も教えてくれて私も勉強

になったし、 習って良かったなと思いま した。 この ワ ー クシ

ョ ッ フを 日本にも取リ入 れるべきだと 思います。 今回の 教

え方以外にも握手で感染す るときの気持ち が体験 できる

ワ ークシ ョ ッ プがあるみたい でAMOA・J ICAの 方 々 の工夫

や感染して ほしくないとい う強い願いが感 じられま した。

リマ の北部はホームステ イしている 場合とは違って町が全

体的に汚れていました。 植物は枯れて ゴミもあちらこちらに

捨ててあリ、道路もきちんと整備されていませんでした。 これ

は①組織制度の弱さ②社会政治の悪さ③汚職・腐廃が重な

って格差ができるそう です。 このことを知って、この問題を解

決するのは難しく、 時間がとてもかかると思いました。 改めて

日本は他の国と比べて貧困の差がなく住みやすい所だなと

感じました。 ともかさん、通訳で色々教えてくれてありがとう
ございました！

この後は老人ホームヘお 邪閲しておじいちゃん、おばあち

ゃん と少しだけ交流しました。 みんな温かく迎えとても上手
でした。 もしもの 時はここの老人ホームにお世話になろうか

と思います（笑）

夜はようこ、なつれ 、 さおりさん、さつきさんとバスの 中 で

沖縄の基地問題について語り合った後、 9時過ぎに帰宅しま
した。

夕食はペル ー 料理のサンコ チ ャ ードというスー プをいた
だきました！体も心もあたたかくなリ幸せでした。

さっき鏡を見ると、 私の肌がいつのまにかとても荒れてい
ました。 多分、 寝不足＋ 疲れがたまっているのだと思います。

皆さんもホストファ ：：： I、 ) ー と一緒に過こ·‘すのもいい で す
が、早く哀ましょうね！

明 日から1泊 2日の小旅行楽しみましょう！

1 0  

し8月ー20 日 ・ 村松 燿子 ― - 7 

今 日はバスで移動しているとき1 度パンクしました。

そして ピスコ っていう お酒を作ってる工場に行き、 お昼ご

飯とミゲル ・ グスクマさんに一家の歴史と移民 のことについ

てお話を聞かせていただきました ！！

工場見学をさせていただいた後に、 日系の人たち が訪れ

る神社に行き、 その後に移民の港に行きました。（＾＾）

ミゲルさんたち とお別れ した後に、イカに向か い まし た。

その途中で またもや。 パンクがおきて笑いしか出てきません

でした( ' ; w ; ｀ ）笑

グスクマ 氏経営 ピスコ工場

1111] 
朝 6時に私たちの 日が始まリました。

念願のナスカの地上絵に向け て 朝 こ飯は控えめ。 （飛行機

酔いに備えて。 笑） 抜群のコンディ シ ョ ン で 挑みました！ ！ ！

小型飛行機にみんな で乗り込ん で ス タ ー ト！ 天候にも恵ま

れ 、 パイロ ッ トさんの機内案 内 で ハチ ドリ や字宙人の絵、 攘、

コ ン ドル など、どの絵もはっ きリと綺麗に見えました。 で す が、

飛行機の揺れは予想以上に激しく 、 少し酔うメンバーもいま

した。 地上絵の後は、ペル ー料理を 沢 山 頂き、 お腹いっぱい

ナスカ市

幸 せ で し た。

帰 リ 道 で は ワ カ チ ナ

（ 砂 漠 の 中 の オ ア シ ス ）

と い う 町 で チ ョ コ レ ー

ト で 出 来 た お 菓 子 チ ョ

コ テ ハ を 買 い ま し た 。

さ ま ざ ま な ハ プニング

が起こリながらも県人会

の 方 々 、 ホストフ ァミリ ー

の 方 々 の 支 えで素敵な旅

とな りました。

明 日も素敵な一 日にな
りますよーに！ ！ ！



□月坤 ・ 川畑 智 華― - --］ 
Voy a escribir sobre hoy. Perdon、 estoy la casa de Mi­

dori, asf que digo en espariol, jajaja. Pero es mejor para mf, 

porque puedo practicar espario只no? Mariana otra vez es­

cribire en japones. No te preocupes. 

Bueno, hoy escuchabamos las historias de Tuyo Toyama 

(la abuela de Arturo) y Yukihiro Nakada. Ellos han vivido la 

era de no sabiamos, por eso podemos escuchar muchos 

cuentos de interesantes. Por ejemplo... la immigraci6n 

llamado, cuando guerra en Peru, despues de guerra, la 

historia de amor de senora Tuyo... todos muy interesante 

y podemos aprender sobre el duele en el extranjero de 

okinawense. Yo pienso que nececito estudiar sobre 

Okinawa y los pais de ext『anjeros, luego se『a buena 

9 persona pa『a Okinawa y okinawense en otro lugar. 

Tenemos que pensar mas sob『e nuest『o pais ,ve『dad?

Y hoy yo comf la sopa de polio, polio con arroz y la sopa 

de polio. iA mi me gusta polio! jajajajajajaja 

Vale, hasta mariana. Y muchas gracias a senora Tuyo y 

senor Nakada. Dulce suerio a todos. 

・ 移住者の体験談
こんにちは、 ともか です！

今日は、 アル ト ゥ ー ロのおばあち ゃんである富 山 ツ ヨ さん

と仲田ユキヒ ロさんのお話をお伺いしました。 私 たちの知ら

ない時代を過ごした 彼らからは 、 とても興味深いお話を間 ＜

ことが できました。

例えば、 移 民して来 た 当 初の 話、 第二次 世界大戦下のペル
ー で の処遇や ツ ヨ さんの旦那さんとの恋愛話・… •私たちは

当 時 の 沖 縄 の 人 た ち が外国 で 受けた 苦しみを学ぶ こ と が で

きましたし、 すべてのお話が貴重なもの でした。

私は、 後々沖縄や海外の う ち な 一ん ち ゅ の 為 に ももっと素

晴らしい人になるには、 沖縄や海外の国々のこと を知る こ と

が必要だと感じました。 私たちは自分たちの国についてもっと

考えるべきですね。

今日は チ キ ン ス ー プ、 チキン ラ イ ス を 食べました！鳥肉だ
ーいすき で す！

1 1 

最後に、 ツ ヨ さんと仲田さんあリがとうこざいました。生の

声が間けるという貴重な体験ができました。

I _: 8月 2 3 日 ・ 米城 沙織 l 

午前中はMIYASATOに訪問をました。ガラスを作っている
会社でペルー でシェアNO l の 会社だっ たので、 工場内はとて

も大きな機械がたくさんあリました。

しかし、 最後の仕上げは人間 の手作業で行っているところ

に、 職人の魂を感じることが出来ました。

CASTAVERPEでの昼食は本当に本当 に素敵でした。 海がと

ても近く、 食べ物もとても美味しすぎました。 写真も思い出の

一枚になりました。 会長さんMuchas Gracias(11 11)/ 

その後、 イ ンカマ ー ケットで、 ペル ー の民芸品を買いまし

た。ペルーの民芸品はカラフル で素敵でした ！ ！

その後、MIRABASSに乗ってリマの旧市街地を観光しまし

た。 建物はスペイ ンの統治時代からのバル コ ニーや大統領

館などが残っていて、 とてもきれい でした。

そので、 イルミネ ー ションと哄水との素敵な コ ラ ボ レーショ

ンがある唄水公園 に行きました。 楽しすぎて、 時がたつのが

早かっ た です。

ミヤサト氏経営ガラス 工 場

I • 8月 24日 • 島袋りおな I 
今日の朝は県人会に集合 でした。 そして今日のフォルクロ

ー レという伝統 的な踊りを教えてくれる先生が来る ま で 皆 で

卓球をしたリサッカー をしたリして待ちました。 そ してロベル

ト・比嘉さんが来ました。

最初はValichaという踊リを踊りました。 腰を振っ たリ、 回っ

たリといろいろ大変でした。

次の踊リはFestejoで、 足をずっと爪先立ちしながら踊るの

はむずかしかっ たけど、 皆で 星を作って中をくぐリ抜けたリと

とても楽しかっ た です。 最後に 皆 で 踊りの衣装を若て、 記念

撮影しました。 皆とてもよく似合っていました。 そしてア レサ

ンドラ さん達が舞台で 太鼓をやっていました。 とても上手で

した。ようこさんも太鼓をしました。 とても凄かった です。

その後、 お昼ご飯を食べました。 今日のメニュ ーは 中 華料



理のバイキングでした。とっても美味しかったです。そして振
リ返リをして、 明日の確認をして解散しました。明日はスポー

ツ大会とさよならパーティー です！さよならバ＿ティーと聞く

と少し悲しくなっ てしまい、 もうすでに泣きそうです。
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Valicha バリーチャ

l •8月25 日 ・ 荻野 なつれ ．．』
今日はま ず県人会でひたすら卓球をしました。アルトゥ ー

0 さんに勝ちました（笑）。そ して、 フェ ステホの練習をしまし

て、さよならパーティーをしました。みんなの2 週間 で学んだ

ことや思い出、ペル ーの人に対する感謝の気持ちなどを問

いて、 絶対泣かないとか思っていたのに少し涙腺が緩ん でし

まいました。本当にこの2 週間たくさんの人のおかげ でた＜

さんのことを学ぶことが できました。言葉では言い表せない

ぐらいの感謝の気持ち でいっぱい です。これから私も ペルー

と淳縄の絆を深めていけるような人になりたいと患います。
フェ ステホのアンコ ールも上手くいき、すてきな思い出と

なリました。

Festejo フェステホ

そして！！今日 お家に私の親戚がやってきました～ ！！お じい

ち ゃんの妹と、 その子供 です。遠く離れた異国の地 で お じい

ち ゃん と雰囲気の似た妹さん とあえて本当によかったです。

今日はほんとにいい 1日となりました。

明 日、飛行機に乗って沖縄に帰リます が、絶対にまたペル

ーのこの場所に戻ってきたいと思います。

□26日•宮城 瑞恵 7 
みんなとお別れの日 。最後はホストファミリー と過こ・す時

間で した。私は朝、 普通に起きてから朝食のパ ンを食べまし

た。そして部屋の掃除を丁寧にした後、 昼食はお じいちゃん
が経営しているレストランに行きました。

そこはチ ャ イナタウンの中にあって、 レストランの名前は

ARAKAKI でした！（＾ ＾）ついてみるとお店はお客さんがいつば

いいて、 入るのがやっと で した。そこて 私はおかゆみたいな

SOPA RACHIと揚げハンを食べました。おかゆは今ま でた

べてきたなかて一番おいしかった です
こ このレストランは194 0年から始まっていて、 お じいちゃ

んは 2代目だそうです。 70年も レストランを経営していて閲心
しました。

その後はチャイナタウンを散歩しました。平日なのに中国

人ではなくヘル 一人がたく さんいて混雑具 合は那覇にいる

みたいな感 じでした。

可こ戻った後、荷物を持って日秘文化会館へ ！ そ こ で大型

パスに乗リ換えて空港へ向かいま した。県人会皆さんも来て

くれててとても嬉しかった です。

空港について出発するまで間はホストファミリー と一緒に

過こ•しました。

そういえば、 空港でガボの誕生 日 をみんな で祝いましたね

（笑）みんなで誕生日の歌を歌ったのが楽しかった です。

ホストファミリ ー とはアイ スクリ ー ムを食べながら 日 本の

話をしました！ そしてとうとうお別れの時。

ずつと笑っていたけど、 手紙を 渡した時 ぐらいからいろん

な思いがこみ上げてきて泣いてしまいました。考 えたら 、 本

当にたく さんの人達と出会って交流す る 事 が で き ま した。県

人会の方々にはたくさん迷惑もかけたし 、 遊 ん でもらったし、

いろんな思い出があリました。 このプロ グラムに参加するこ

とができて良かった です。私に関わってく れたすべての人に

感謝します！

ナカマ ファミリー

1 2  



①ラ ・ ウニオン学校
1 

宮城 瑞恵

ラ・ウニオン学校はペルー の リ マにある日本語の教育を取

リ入れている学校 で す。 学校の教育制度は初等教育 が 6 年

間、 中等教育が 5 年間 、 計 1 1年間が義務教育 で す。 中等教

育は日本の 中学、 高校に 当 た るので 高校はあリません。 祓務

教 育 で はあリますが成績が 悪いと進級 できません。 つまリ、

落第があリます。

設立当 時、この学校に在籍 していたのは日系人がほとんど

で し た 。 しか し現在は 、 非日系人と日系人の生徒の割合が半

分ずつ で す。 正確に 言 うと、 非日系人がやや多いです。 昔と比

べて非日系人の生徒が多い理 由 と しては 、 日本語が好き、親

か子が日本に興味があるなどがあげられま す。 ま た、真面目

で倭しい人が多い日系人が好きとい う理 由 で 学校に入 学す

る生徒もいるそう です。

ラ・ウニオン学校

日本語の教え方と して、低学年は歌っ たリ踊っ たリして、体

を使いながら党えていま し た 。

休み時 間 は 3 回 しかないけれど、 1 5 分・ 1 5 分・ 2 5 分

に分けられおリ、 日本の 学校の休み時間よリ 長 い で す。 昼食

は弁 当か食堂 で 食べ ま す。 学校内には売店があって、そこで
お菓子や飲み物が買えます。

リ マは ほ とん ど雨が降らないの で 、 バスケやバ レーは外 で

行います。 体育館は主に ダンスや会議 、 集 会をする時に利用

します。 年 に 1度体育祭があって、 生徒達はチ ー ム に分かれ

てエ イ サーを踊るそ う で す。 他 に も リ マにはラ・ウニ オン学

校以外に 5 つの日本学校があリます。

1 3  

ラ・ウニオン学校

I ②ペル ー 日 本人移民史料館について 1 
川畑智華

私達 が沖縄県人会の次 に多く訪れたのは、 日本人移民を

長年支え続けてきた日秘文化会館 で した。日秘文化会館は、

ペル ーの日系人に日本に触れる機会を、 という目的 で 1 981

年に 建てられ た建物で 、 現在でも多くの日系人・ 県系人が 訪

れ 、 自 らのルー ツを学び、折リ紙教室などの企画に参加する
など、 とても活気のある施設となっています。 この 会館 の 2

階には、日秘文化会館が建てられ た同じ年に開館し、 201 1年
6 月 には リ ニ ューアルされた ばかリの「MUSEO DE LA I NMI­

GRACION JAPONESA AL PERU」。日本語 で「ペル一日本人移

民史料館」があリます。
ま ず史料館を入る前 に出迎えてくれたのが、 当時のペルー

の代表と日本の外交大臣 によっ て結ばれた日秘修好通商航

海条約の白料です。 1 873年 8月 21日に結ばれたこの条約がき

っ か け で 、 多 く の日本人が地球の冥辺 に位巴する南米ベル
ー ヘ移民をすることになリま した。 更に今年はそ の 条約から

130年という 1つの節目にあたる年ということで、この日秘文

化会館で も多くの催 しものなどが企画されていて、在ペルー

日系人の方々はとても熱心に移民の歴史を理解し、大 事 に し

ていると感 じま し た 。 ま た、史料館 内 の展示物や白 重な百料

にはスペイン語だけではなく日本語の説明も併記されてい

て、 日本人観光客の方々も多く見に来られているよう で した。

史料館は、 16 12年の史実上で初めての日本人渡秘者のミゲ

ル ・ デ ・ シルバの歴史からは じまリ、大正時代に 発行されたバ

スポー トや 当 時ペルー に持ち込まれた日本の生活用 品など



が実物の展示、写真やパネルなどでわかリやすく展示されて

いました。また、移民初期 の、日本人が それまでの奴隷制度
の延長線上として扱われ た辛い境遇について、 頼母子講を
利用した リして日系人が少しずつ豊かになっていった様子 、

戦争 がはじまリ迫害を受けて苦しんだ時期、そして現在に至

るまでの移民の歴史が詳しく述べられていました。
また 、 企 画 ブ ー ス

の 所 で は 、 沖縄県 系

人で「日系人の英雄」

とも言われるマルコ ・

ミヤシロ ・ アラシロさ

んの企画展 が行われ

て い まし た 。 彼 は 日

系人にして 、 ペル ー

の笞 察組織のトップ

に登リつめた方 です。

その企 画 展 で は 、 彼

の生涯につ い て、 笞

察 組 織 に 屈し 、 数々

の功組を残し た こと｀ 乙・・ク、
について笞かれ 、 ま

た 数えきれな い く ら

いの勲章や、 彼の活躍を模したフィ ギュアなどが飾られてい

移民史料館

ました。特に大きな功組は、 Hual laga地区で のテロ行為に対

するミヤシロさんの活躍 でした。このこと で彼は勲章を授与

されました。なぜ第二次 世界大戦 中は敵対 閲係にあっ た日

系人 でも組織の幹部になれ たかというと、ペル ーの多民族

国家とい う要素が大きく関係しているよう です。ペル ー の国
民は、 外から来た新しい考えなどを柔軟に受け止めることが

できるとのこと でした。例元過去に敵 であった日系人 でも 、 そ

の実直 で勤勉なその人自 身の本質を見て、 ペル ーの為にな

ると思えばミヤ シロさんのように公的機関のトップになるこ

とも可能だという部分に、ペル ー という国の懐の広さ を感じ

ました。

ここでは 、 日系人の移民の歴史や実態について、本からだ
けで は得ることの できない、生き た情報を得ること が できま
す。是非ペル ー を訪れた際には、 訪ねてほしい 場所のひとつ
です。

最後に、こちらの史料館をわかりやすい解説で案 内してく
ださリました、ガナハさんに感謝申し上げます。

③ゆ苔面る罰；li匹圧·、 』|
パウカル ルミ

8月 18日 3 時から6 時まで第 3 回ゆ いまー るフェスティ

バルが沖縄ペル ー県人会 で開催されまし た。入 場料は 10 ‘ノ

ル、日本円 で約350円 で す。 目 的は、 ジュ ニ アス タ デイ ツ ア ー

に参加した若者たち が先頭となリ、 学んだことを伝える、 沖縄

とペル ー 両方の文化交流、また いつも支えてくれている県人
J 会や関係者の方々への感謝を伝える 場 で もあリます。

（ 「ジュニアスタ デイツアー 」 とは、海外の沖縄県 系人子弟

を招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の歴史、 文化、自然な

どの体験学習を通して、 沖縄との絆を深めることによリ、海外

沖縄県系人社会の発展と将来のウチナーネットワ ー クを担う

人材の育成に貢献することを 目 的 とし た 沖縄県が 主催する

事業。）
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移民史料館

ゆいまー るフェス タ

フェ スティ バルには 、 屋台 （やきとり、 わん た ん 、アンティク
ー チ ョ ）、 く じ 引き、 オ リジナル T シ ャ ツ の販売などがありま

した。会場の準備、 ポス タ ー 作 リ 、 チ ケ ットの販 売 も で も 彼

らが行います。第一部のプロ グ ラム で は 、 県 質 留 学生だっ

た メンバ ー による 「かぎや で 風 」 で 始まり、県人会の 女の子

達が着物を 若て踊 る 「涙 そ う そ う 」 、 「か リ ゆし」と い う三線グ
ルー プによる 「ひやみかち ぶし」、 と て も 速 い テンポの 曲 で

すが 、 綺麗に弾きこなし て い まし た。ペル ー の 伝 統 芸 能 で

は、 Marinera （男 女がペアとなりスカ ーフを持つて踊る）、 Fes­

tejo （ペルー河岸沿いの音楽で、 チ ャ ンチ ャ とい う 町 で 生まれ

たアフ リ カ を原点とする踊 リ 。これ は 私 た ち 海 邦 メン バー も

一緒に練習して踊りました。）も披露されました。第二 部のプ

ー



ログラムでは初めに 私たち海邦メンバーで「島人の宝」と「て

いんさぐぬ花」を沖縄の景色をスライ ドで流し、三線やピアノ

を取り入れながら歌いました。 県人会のメンバー による手作
りの獅子算を使っ た 演舞もありました。 この日の ために、学

校や仕事の時間を削つて準偏に取り組んでいました。 県人会

や家族のサポートも とても感 じ ら れ 、 お客さんも沢 山居て、

素敵なフェスティバルでした。

．

 

ゆいまーるフェスタ

＇カ ラ バイ ー ヨ地区、 AM DA沖縄の活動
I

村松 燿子

AMDAとは特定非営利活動法人アムダといいます。 お互い

に助け合う精神に基づき、 災害や紛争発生時、 医療・保健衛生

分野を中心に人道支援活動を実施しています。 世界 3 0 カ 国

に支部があリます。

ペルー共和国は貧富の差が激しく、特にカラバイーヨ地区

は貧困磨の地区です。 保健・公衆衛生の問題に直面しており、

知識の不足による栄養不足や若年暦の出産問題などサポー

． 
トが ほとんどない状況です。 妊娠中の女性や母親の約 2 0 %

は若年庖で、 地域の保健所によると彼女らの 3 分の 1は栄投

や 性 に 関 する問題をかかえています。 生命までも脅かすこと

になるため、 早急な対応をする必要があります。 地域の保健

に対応する能力を向上させるために、 COSACA（カラバイーヨ

地区保健委員会）を設雹して、 様々な支援プロジェク ト に 取り

組んでいます。

今回私 たちはAM U DAボ

ラ ン テ ィ アの人々が行って

いる H IV感染症の授業を見

学する事ができました。 1 1 

歳～ 1 2 歳の生徒 に 対して

H I V感染者の写真や コ ン ド
ー ムの使い 方 を詳しく教え

ていて、 低学年か らリアル テ

ィ ー な 授 業 をして いるのを

見て私は鷺きを隠せなくて、AMDA活動現場視察

私が受けた授業とはずいぷん違うと思います。
このように 、地域にとって何が必要であるかを霞優先に考

え、 地域をよくするために 教育活動に力をそ そいでいます。

低学年か ら大人を対 象に HIV感染症だけではなく、 母子保

健、 栄養 、 水と衛生、 結核を含む保佳教育を合計 2 6 8 4 人
に対して教育を行うことができました。 また若年府を対象に

研修を行い、訓練を受けた若者たちが学校や大学で教育活

動を実施しています。 このような教育活動を通して国の発展

のために、自らに与えられた機会を最大限 に発揮し今後の

状況の改善が期待されています。

1 8 8 9年昭和 3 2年 に横浜港を出発し、 7 9 0 人の男

子を乗せた 『佐倉丸』は約 2 か月かけて、リマ にあるカヤオ港

に到行しました。 その中の2 9 6 名がカニエテ耕地に 入植し

ました。

カニエテにおいて、 移民者たちの生活は良いと言えるもの

ではなく、 苦労したことに加え、マラリアが流行したが医原制

度が整 っていなかったために、 最初の 1年の間に143名の

犠牲者が出ることになってしまいました。 190 3年、 551名

が第2 航海として移民してきました。 その中に 、 浄土真宗の

僧侶上野 寿庵が加わっていたことから、 1908年に 、 当時カ

ニエテで一番多く日本移民が住んでいた サンタ・パルバラ砂

粗耕地に移民有志と共 に寺を建設しました。 建設当初、 外

装は日本風であ ったとされています。 しかし、 現在では外装

は建設当 時とは異なるものの、 寺は 『慈恩寺』 として存 続し

ています。 現在でも 、 親類がいない人や、 出稼ぎで出て行く

人の位牌を安四しています。 カニエテの重要な行事は、 彼岸

とお盆の際には、 日系人たちが集まリ、 2 つの移民の廷にお

祈りをし 『慈恩寺』 に行くことです。 この行事はベルー北部に

あるパラ モンガの二つだけで行っている行事であリ、 リ マ中

心地では行っていません。

カニ エテ市

1 5  --



日本移民 1 0 0周年記念碑

加えて、 日 本人に対 する初めての教育の地も カ ニ エ テ で
す。 上記した 、 僧侶の上野寿庵が、 寺を造ると同時に子どもた
ちに教育を 受けさせる機会を つ く ろ うと いう取リ組みから 、

1 9 0 8 年サンタ・バルバラ小学校を 建設しました。 この小
学校がペルー初の日本人学校であると言われています。

カ ニ エ テには、 日本人会館があ リ、 現在、 沖縄県出身の県
人ミゲル城間 （グスクマ） さん が会長を務 めています。 加え
て、 沖縄県人会の活動と しては運動会が行われます。 最初は、
沖縄県 を三つ の地域に分けて いた が、 現在では各市町村こ‘

とに分かれて運動会を行います。
現在 カニエ テには移民 1 世 はいません。 しかし、 カ ニ エ テ

に日本人が初上陸した海岸には、 モ ニ ュ メ ン ト が建て られて
おリ、 今もなお、 子孫たちに脈々と移民の歴史を伝えている
地域と言えます。

I ⑥移住者の体験談 1 世、 2世 l 
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移住者の体験談

移住者の体験 談1世、 2世
のお話 を 間 く プ ロ グラムで
は費 重な体験を 沢山 間 く こ
とが出来ました 。 移民1 世の
富山津代さん(102歳）は 、 呼
び寄 せ移民と して 1 9 3 0 年
（昭和 5 年）ペル ーヘ。 その頃
の大統領が倒れてバタバタ
している時期だったの で上
陸で きるかでき ない か毎日
状況が変 わ リ ま し た 。 上陸

するまで2~3週間かかリ 、 1 1 月

1 7 日 にや っと上陸できたそ うです。 夫が雑貨商店を持って
いて、 食い逃げも多かったといいます。 旦那さんとは小学校
6 年生の時にお見合い を し 、 2 1 歳で初めて子供 を産み7男
1 女の8人兄弟を生んだそうです。 言葉が分 か ら な か ったた

め、 沢山の差別があ リ ま し た 。 子供の教育は 日本語に し よ う
と思い、 戦前でペルーの学校に行かす人はいなかったそうで
す。

少しでもお金があれば日 本へ子供を勉強させるために行
かせたそうです。 言葉を覚えるために毎 日お店に立って約半
年でようやく買 うのと売るの が出来るよ う に な リ ま し た 。 戦争
中の大きな影 響はなかったが、 や は リお店の 食 い 逃げが多
かったとい います。 戦争中 は暴動があ っ た がペル一人の家主
さんが 守つて く れたため店は無事だっ た そ う で す。 隣の店は
沢山暴動 を受けて、 1 週 間ほど怖 く て道を 歩 け な か っ たそう
です。 品 動の 2 週間後地箪があリ 、 ペルー の若者が 日 系人に
対 して暴動を起こ したから神様からの天罰が下っ たんだと年
配の人たち に沢 山言われてい たといいます。 大変 な 経験を し
ましたが、 今は安定 した生活をすこ しています。 これからの目
襟はアル ト ゥ ー ロ さんの結婚希望だそうです。

仲田幸弘さん( 7 3 歳）は 1 9 3 5 年ペル ー リ マ市 出 身 で
8 人兄弟の 3 番目。 仲田さんは帰来 2 世で す。 戦前、 ペル ー

で生まれながら幼少のころ教育を受けるため に 沖縄へ渡リ 、

沖縄戦を体験 した後ペルー に戻っ た人の ことを帰来2世とい
います。 そ の 頃 日 系人 は リ マ 市周辺 に住んで いて、 リ マ市 を
中心として 皆集まっていたそうです。 仲 田さんが 1 9 4 0 年
( 5 歳の頃）中国人やペル 一人が 日本人への反発で暴動が始
まリました。 暴動があっ た ため、 日本へ帰ること と な リ ま し た 。
仲田さんの父のパン屋さんが全部略奪されたそう です。 その
時は隣の家に住んでいたイ タ リ ア人 が か く ま っ て く れ た そ う

です。 その後、 戦争が始まる前までには立ち直ったがす ぐ に
戦争が始まり、 資本などもすべて没収 さ れて しまいま した。 伊
是名村で中学まで勉強 していて高校 は 首 里 高 校 だ っ た そ う
です。 その後は親戚の会社のオ キ コ で 4 年間働きま した。 ア
メ リ カで働いて儲けようとアメ リ カ に行 く 前 にペルー に行き
ましたが、 仲田さんの母が 日 本から帰って来る前にペルー で

B江
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儲ける こ とが出来たという話を間いて、 アメリカに行かずそ

のままペル ーで働いたそうです。 2 年後に8年間続いた軍

事革命が起こリました。 日系人はペルーの人からとても信頼
されていました。 フジモリさんが当選したのもそのためだそ
うです。 フ ジモリさんの時代から貿 易が活発になり、大型ス
ーパ ーが出来たため、 商店などを経営していた 日系人が苦
労しました。 仲田さんが苦労したこ ともやはリ言葉の壁だそ
うです。 こ れからの目標はハーモニカのコ ンサートをする事

だそうです。

I ⑦ミヤサ ト 氏のガラス工場 ］ 
荻野 なつれ

8月 23日金曜 日、 ミヤサト氏の会社に行きました。 ミヤサ

ト氏の 会社はガラス工 場でペル ー 1 のシェア率だそうです。

そのガラス工場では、 家や建物などのガラスをはじめ、 車用

のガラス、 窓枠などに使うアル ミ サ ッ シの3種類を造ってい

るそうです。 工 場は1984年からやっていて、 今現在は約 4 00

人程の人が工場で働いています。 ミヤサ ト氏の会社ではブラ

ジル 、 チリ、 メキシコ 、 アメリカ、中国から、 ガラスを輸入し、 加
工してメキ シ コ 、 チリ、 パナマ、 コロン ビアなどに輸出してい

るそうです。 ミヤサ ト氏の祖父は1 924年にペル ーに移民し、
初めはサトウキビ畑をやっていたそうです。 そしてその後ガ

ラス工 場 の原点とも言える、 小さなガラス店を開いたそうで

す。 そして、 ミヤサト氏のガラス工 場は今現在チリに支店が出

来るほど売リ上げを伸ばしています。

に使われているガラスは強化ガラスといって、プラスチック
をガラス 2 枚でサン ドウィッチのように挟み、約650度のオ ー

プンで焼くことによって作られる、割れにくいガラスを造つて
いるところも見学することが出来ました。 また、工場の中には
ガラスの強化実験をするところもありました。 私たちが2、 3人

乗っても大丈夫なガラス、 3, 4 m の高さから球を落としても
割れないガラスなどとても丈夫でさすが、 日系人だなと思い
ました。

ミヤサ ト氏の 会社のように 日系人の方が移民した異国の

地でその地の人々から信頼される 会社ってすごいなと改め

て思いました。

ミヤサト氏経営ガラス工場

輪
"

ミヤサト氏経営ガラス工 場

社 長 の甥っ子さんからお話を間いた後、 ヘッ ドフォン付き

のヘルメッ トをかぶリ、 工 場見学に行きました。 ものす こ、＇＜大

きな音がするのでヘ ッ ドフォンをつけるそうです。 工場では、

ガラスが機械によって切られていく様子や、 手作業でガラス

に穴を開ける作業など、 沢山の人々によって 1 つのものが出
来上がるまでの過程を見る こ とが出来ました。 また、車など
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私は夏休みの 2 週間、 海邦蓑秀ネットワーク事業でペル ー

にホ ームステイを してきま した。この事業で私は 日系人の方

々と交流を深めたリ、 移民の歴史を学んだり、 ペルーの伝統

的な踊リを踊ったリして、 様々な体験をしてきま した。
ペル ー ヘ行く 前 の 自分は 、 沖縄に生まれて育 っ た の で沖

縄の事は知っているつもリで した。しかし、 ペルーに行ってみ

て、 ゆいま ーるフェスティバル で沖縄民謡を踊る方、三線を弾

きながら歌う方 を見て、 沖縄にいるような感じがしました。三

線を弾けなくて、 方言も話せない私よリもペル 一 日系人の方
がウチナ ーンチュのように感じ、 視野を広げたいのなら、 まず

は 自分の住んでいる沖縄・ 日本の文化や歴史を知ることが重

要だと考えさせられ ま した。また 、 英語の大切さを実感する

事がで きまし た。スペイン語を十分に話せない私は、自分の

気持ちを伝える為に英語を使いま した。今ま で外国人と話す

機会が無く 、 英語の必要性 を感じられませんで した。しかしこ

の体験 で 、 英語の学ぶ事の意味を理解 し、人と人とをつなぐ

言葉 だと知ることができま した。

日本とペルー を比較してみると、ペルー の方が 日本よリ貧

富の差が大きかっ た です。ホ ー ムステイ期間中に、リマの北

部に行きま した。そこは、町が全体的に汚れていま した。植物

は枯れて ゴミもあちらこちらに捨ててあリ、道路もきちんと整

偏されていません で し た。原因は、政府の組織制度の弱さ・

社会政治の 悪 さ ・ 汚職や腐廃が重なって格 差 が で きるから

だそう です。私はこの問題を解決することはできません。しか

し、このような事がある のをみんなに伝えることは できます。

どの国で も抱える 問題があって、 それを良く していく為に頑

張っている人がいるという事を知ってほしいと思いました。

コ ザ高校 2 年 宮城 瑞恵

私はこのプログラムで 、 ペル ーの生活や文化、 現地の方々

との交流を体験 ・ 経験することが できま した。ペル ー の良い

面だけではなく、 問題になっている事も知ることが できた し、

沖縄との違いや共通点 も見つけられま し た。基地問題や雇

用問題を抱えていても、改めて沖縄 がぢらしやすい場所だと

外国に行って感 じること が で きま した 。新 しい発見やトラブ

ルがたくさんあリ、刺激的 で忘れる事が できないホ ー ムステ

イを送ることが できま した。

これからは 、 ペルー で体験したことや学んだことを 沖縄 で
活かせるようにしたいです。沖縄 の文化や歴史をもっ と知リ、

スペイン語を 勉強してま たペルーヘ行き た い で す。将来は、

沖縄の誇りを持って世界で活躍するウチナー ンチュになりた
いです。

�
 

�
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陽明高校 1 年 島袋

今回私がこのプログラムを通して感じたことは現地の沖縄

県人会の方は本当に沖縄の事が大好きで今の日本や沖縄に

とても関心があるんだなと感じました。携帯の着信音が島人

の宝だ っ た り、いつでもどこでも三味線を弾いた リ、車の中

， のBGMが沖縄の歌手の歌だ っ た り、今の日本の領土問題に

詳しいという事など、私たち が沖縄 にいる時よリ沖縄を感じ

ることが出来 ました。そして移民でペル ーに来 た日系人の活

躍も知ることが出来ました。ペル ーでシェアNOl のガラスエ

場や、 ピス コ 工 場 を立ち上げたり、 日系人初のペル ー笞察庁

長 官 として、 テ ロ リ ス トを逮捕し た リ と、異国の地でこんなに

も県系人の方々が活躍しているという事をもっ と沖縄の人に

伝えたいなと思いました。

» 

楽しか っ た ことは観光バスで リ マ 市や リ マ 市の旧市街地

を回っ たことと噴水公園 に行っ たことです。西洋風で昔から

残っているがあっ てとてもきれいだなと思いました。咽水公

園では普段あ ま り 噴水を見る機 会がないので、あのダイナミ

ックなショ ー を見て腰が抜けました。皆で噴水の中に入っ た

リして、 少し濡れて寒かったけど、とても良い思い出です。

他にもLA FLOR学校訪問ではペル ーの貧困地域の現状も

知ることが出来ました。この学校では、性感染症の予防とエ

イズ予防の授業を行っていました。この学校がある貧困地域

は危険で何が あるか分からないので早いうちからこのよう

な授業を行うそ うです。日本とは違って避妊道具の実物を見

せ た り 、 性感染症に感染している状態を見せ たリと衝撃的で
した。この学校がある リ マ 市の北部は私達がホームステイし

ている リ マ 市中 部とは 全 く 違 う環境という 面でも衝撃的でし

た。街が全体的 に汚れておリ 、 こ‘みが道に 散らばっていて、道

路の設備も ま まならなかったです。これは①組織制度の低さ

②社会政治の悪さ ③汚職・腐敗が重なって格差が出来るそ

うです。私はま ずこの現状をペル一国民全員に知つ てもらう

事で何か国民の意識が変わるのではないかと思いました。

そして移民 1 世と 2 世のお話を間 くプ ログラムでは、 1 世

の当山津代さんは飲食店を経営していましたが、食い逃げが
とても多か っ た そ うです。最初の頃は言葉も通 じなかっ たの

でとても不便した とい う 事 と、 言葉の意味も分からなかった

リおな
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ので沢山文句を言われたそ うです。 2 世の仲田幸弘さんは

ペル ーのリマ市で生まれ、 5 歳の頃日本に行っ たそ うです。

そして中 学校の頃まで沖縄 にいたそうです。辛かっ たことは

やはり言葉の壁だそうです。普段聞 くことのできない沢山の

貴重なお話を沢山 間 くことが出来ました。

最後に私は今回このプログラムに参加してとても良かっ た

と思いました。ここには苔ききれない くらい沢山の思い出と

経験を得ることが出来ました。次回行く 時は私も、 もっと沖縄

を伝えられるようになるという事と、 スペイ ン語と方言も勉強

してた くさんの方々と交流したいです。そして将来は私も 世

界で活躍するウチナー ンチュの一人になり たいです。今回ー

緒に参加したメンバー
、 引率者 、 ホー ムステイ先の家族、県

人会の皆さん、私と関わってくれ た 沢山の皆さん、本当にあ

りがとうこざいました！



泊高校 1 年

2 週間とい う短い間ペル ー県人会の 方々に沢山のおもて
なしと楽しい交流、ペルーの文化、 沖縄に移民してきたことを

教えていただきました。 私にとって初めての海外で、 飛行機に

長 時間乗ることをとても楽 しみに していました 。 日本の反対

側に行ける期待と、 尾てい骨の痛さで 眠るのがとても大 変 で

した。 リマ空港に到若した時、 飛行機の到若時間が遅れてい
たにもかかわらず、 ペル ー県人会の方々は待っていてくれて、

私たちを歓迎してくれたことに、 とても嬉 しく思いました。
ペル ー滞在中に、 1番黛いたことは同じ国なのに 台宮の

差が激しいということです。
首都リマと、 次に訪問 したカラバイーヨとでは、 大きな違い

がありました。 リマは比較的町並みも綺麗で、ゴミを拾う人や

掃除をする人がいます。 家も立派 で、大型ス ー パーもあリ食

料も豊 富 で し た 。 沖縄の町と同じくらい綺麗な 印象がしまし
た。

カラバイー ヨという町に訪問 した時 、 バスの窓のカー テン

を開ける と リ マ とは全く違う 風景が目に飛 び込ん で来まし

た 。 コンクリ ＿ 卜 で はなく 、 ぐだぐだの土の道が 続き、手作リ
の臼素な家が山の方に向かって建っていました。 山の上に向

かって行くにつれて、生活の レベルも低くなっていくと間きま

し た 。 道路には ゴミが落ちていて、犬がゴミ袋に顔を突っ込
んでいる光呉 異臭を放っているにもかかわらず、 ゴミを拾お

う と しな い人々。 私たち沖縄では 、 ポイ 捨てをしないこと、 ゴ
ミの持ち帰リ、 ゴミを拾 うこと、これらはこ令く当たリ前のマナー

村松 燿子

です。 な ぜ、カラバイー ヨ で は、 こんなにも通リにゴミがおち

ているのか不思議でした 。 私たちの考え方とは異なる価値観

や文化があるのだろうと感じました。 リ マ とカ ラバイ ー ヨ、 同

じ国にいるのだから、 彼らの生活の 向上のために、 租極的に

ボランティア活動をしていきながら町並みから変えたら、 観 � 

光客も増え、 生活もよリ豊かになるのではと思いました。
もう一つ印 象に残っていることは、 カラバイ ー ヨの学校で

授業を見学を し た こ と で す。 H IV感染症の授業を見学 しまし

た。 私 たちが見学させていただいた生徒た ちはおそらく 1 1 

歳～ 1 2 歳の男 の子と女の子 で した 。 H IV感染症にならない

ための授業は 、 沖縄 で私 たちが教えてもっ た授業よリとても

リアリティ ーがあリました 。 沖縄はHIV感染者が全国 3 位と多

い の で 、沖縄でももっ と リ ア リ ティ ー に宮んだ授業をやっ た

方が いいと思 いま した。 こ の学校で 、 一人の女の子に話かけ

られ たのですが、 英語が通じず、少し残念 で し た 。

私は実は、現地の人々ともっと交流をしたかったの ですが、

できなかっ たのが残念 です。 カラバイー ヨは治安が悪く、 スリ
が多いので 、 常に笞戒していなければならない状況 で し た 。
鞄も前に抱えるように持っ たり 、 カメラや携帯も見えないよう
に持ち歩くようにしていました。 貧 しいから治安も悪いのだと
間きました。 日本の治安の良さを改めて感じました。 こ の町を
訪れて、いろいろな事を考えさせられました。

�
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向陽高校2年 荻野 なつれ

不安な気持ち を抱えペル ーの リ マ 空港に若い た時 、 大勢
のホストファミリ ーと県人会の方に出迎えられて、 ペルーとい

う国はこんなにも温かい人がいる国なんだと思った ことを今

でも党えています。そして自分たちの地元を紹介したリ、 伝え

9 たリすると、 す ぐ に 「私も私も！！」 と声 をかけてく れたリ、 本当

に自分の地元の沖縄だっ たり地域を大 事に思ってくれている

んだと思いました。 ま た 、 今現在もエイサーや獅子舞、琉舞と

いった伝統芸能をはじめ、 ウンケー
、 ウークイなどのお盆だっ

たリ、仏坦といっ た沖縄独特の文化であっ たリ、習慣を大切

にしている、 自分の故郷にとても誇リを持っている人の多い

国だと私は思います。ま た、 県人会の百年会の人たちが獅子

舞の練習をし たリ発表などをしたあとで、 みんなで自分たち

の獅子舞にお礼を言っている姿を見て、 沖縄県民としてとて

もあ りがたく 思 っ たし、 感動しました。しかしその反面、 今回

私 た ちが訪れ た カ ラバイー ヨ という地域は街中にゴミが落

ちてい たリ、トタ ン屋根やベニ ヤ板などで造 ら れ た ギ リ ギ リ

のお家など、私たちがホームス テイした 街の外見とは全く違
っ ていて、 私 自 身とても衝 撃を受 けました。ま た 、 AMDAなど

り の機関による性教育や公衆衛生などの指導は、 将来アフリ カ

などの発展途上国で仕 事がしたいと考えている私には、 これ

から学ぶべきものだっ たリ考えさせ られる ことは沢山あると

改めて思わせてく れ たし、 日本でもこんな風にすれ ばいいの

になと思うことも沢山ありました。

ま た、今回の研修ではペル ーに住む 私の親戚にも会うこ

とが出来ました。私の曾祖父母がペル ーに移民し私が生ま

れ 育 っ た 沖縄とは全く異なっ た 地で築き上げられ た親戚同
士、 うちな一 んちゅ同士の絆を自 ら感じることが出来ました。

ま た 、 私の祖父の妹家族に会っ た際には、 目元が祖父に似て

いる祖父の妹さんと話が出来、 本当に感動しました。でも私
は全く スペイン語が話せないし、 英語も片言なので、曾祖父

母がペル ーに移民してきた 時の話も少ししか間くことが出来

ず、とても悔しかっ た です。 次回ペル ーに行くときは、もっとス

ペイン語を話せるよ うになっていたいです。そして、県系 2世

の方のお話でも言っていた通り、 これからも沖縄とペルーで

遠く 離れているけど、う ちなー んちゅ同士の思いだっ たリ、絆
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は強くなっていくと思います。そして、 今回の研修で 私は「ペ

ルーの『家族』に会いに行こう！！」というタイトル通りの事が出

来ました。

最後に、今回素敵な人たちと素敵な国に行く機会をくれた
周りのみなさん、沢山迷惑をかけているのにいつも笑顔で接

してくれたこの研修に関わってく れた沢山の方々、ホストファ

ミリーのみなさん、支えてくれたみなさん、 本当にあリがとう

こざいました。絶対ペルーのあの場所に戻つてきます。



琉球大学3年 米城

私は、 1 0 年 前ペル ーから西原町に研修に来ている方と

交流し、その時に頂いた髪飾りにペル ー の伝統衣装を若た

女の子が付いていた 事から、 ペル ーの文化に興味を持ちは

じめ、 その髪飾リを見るた びに、いつか必ずペル ー ヘ行きた

いと思っていた。 1 0 年越しの願いが叶い、今回ペル ーの地

を踏めたことに感慨深いものを感じたことを党えている。
私が、今回の海邦蓑秀ネットワーク事業で立てた目標は 2つ

1． 移民の話を間く事

2 ． 西原町の町人会の方々に会う事

私は以前に、大学の授業 で移民について勉強する機会が

あリ、移民の方々の生活や移民した当時の話 、 2 · 3世の方の

話や思いを間きたいと思っていた事から、今回の事業では、

出会っ た人に出来るだけ話を間くことを心掛けた。 そして、 話

を間いている中でとても印象的だっ た事は 、 どの世代の方も

沖縄の事を 、 第 2 の故郷の様に思っているとい う事 である。

沖縄を強く思っ ているからこそ、太鼓やエイサ ー
、 三線を上

手に弾きこなすことが出来るのだと思った。 加えて、沖縄とペ

ル ー は地球の反 対に位翌す るけれども、この二つは海で繋

がっている。

そしてその事をいつも思っているという話をしてく れる方

が 多かっ た事に加え、成功 を収め ても先代への感謝の気持

ち を忘れないという事を話してくれた事は印象深かった。
実際に日本人の移民がペル ー に初上陸し た場所 である

沙織

「カニ エ テ 」 の 海 岸 を 訪れ、 海 を 見 た 時 に は 、 いつも何気

なく見ている海から考 えさせられるものがあり、 海 岸 に 建

っている移民のモニュ メント を見た 時には、こみ上 げてく

るものが あった。

ヽ �
ペル ー での最後の夕食会 では、 西原町の町人会の方々が

私の為に歓迎会を開いてく れ、国境を越え、地元西原の話に
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花を咲かせることが出来、縁を感じた。

今回、 海邦迂秀ネットワーク事業全体を通し感じ たことは、

ウチナー ンチュが持っている助け合いの心、異郷の地 で も負

けることのない強い力、そしてペル ー の地 では毎日のよ うに

沖縄の風が吹いてい た とい う 事 である。 加えて、 本 で は学ぶ

ことのない個人・ 家族の歴史から見た移民について勉強す る

ことが出来 たことは、 私にとっ てかけがえのない思い出 であ

る。

そして霰後に、毎日私達の為に 、 様々な プ ログラムを考 え

てくださった 会長をは じめ県人会の方々、 イシキファミ リ ー ・

大城頚井ファミ リ ーの 2 家族と一緒に過L‘したホームスティ

での時間は、 わたしにとっての一生の宝物 で あリ、感謝の気

持ち でいっぱい である。

短期間 ではあっ たものの別れの時には、 前から知っている

大きな家族の様な気がして、最後のゲー トに入るまで手を振

ってくれる姿に熱いものが込み上げ、その時まさに沖縄の言

葉の 「 イ チ ャ リバチ ョ ー デ ー」 「一度出逢 っ たならば皆兄弟」

の言葉の意味を実感した。

この海邦控秀ネットワ ークで知リ合っ た みなさんとの縁を

大切にしたいと思う。 そして、私が体験したことを皆に伝える

ことが私達参加者の使命 でもあると同時に、ペル ー と沖縄の
懸け橋になるように努力していきたいと思う。

� 



沖縄キ リ スト教学院大学4年 バウカル ルミ

8月 13日～ 2 8日の 2週間、研修でペルーヘ行きま した。 長い

移動時間を経て、 ペル ー に到若 したときの感動と光呆は、 ―

生忘れません！ 深夜だったに もかかわらず、 「めんそ ー れ！ 」 と

かれた横断苺 を持った県人会の方々 、 ご家族の方々 、 メデ

ィアの 方 々 が待っていてく れました。 それ を見た瞬間、 ドバー

っ と熱いもの がこみあげてきて、 ペルーの方々の温かい愛情

を感じま した。
ペル ー で の 初日は県人会でWELCOME PARTYを行いま

した。 会場 について真っ先に目に飛び込んだのは、満開の桜

と壁に描かれた各市町村の絵 で した。 1 世 2世のお年寄りの

方々 が元気よくラジオ体操をしていて、 一緒に参加させてい

ただき、 PARTY では各 自 の 「伝えたい沖縄」について発表を

行い、昼食 には沖縄そばを食べ、県人会の方々 との交流を楽

し み ま した。 その日、 私はペルー に居るのに沖縄にいる気分

を味わいま した。

翌日は、 LA UNION学校の見学に行きま した。多くの子供

たちが、各 自 の レベルにあった日本語教育を受けています。

昔は生 徒の う ち ほ とんどが日系人の子 で したが 、 現 在 では

半分以上が ペル 一人の子供たち で す。 そ の理 由は日系人の

真面目な所、勤勉、誠実に惹かれて、我が子に同じ教育を受

けさせたい と 考えたからだ そ う で す。 日秘文化会館 では、 そ

こに来たこと で 移 民 に ついての歴史が展示物によって分か

リやすく理 解 でき、 当 時 の日系人が体験した苦労、戦争によ

って受けた迫 害なども学びま した。 つらいことが沢山 で した

が、それ以上に日系人の団結力、現地の人々との支えあいが

とても感じられま した。
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他に も、日本移民発祥の地 であるカニエテ、 日系企業、高

原会長がプレ ゼントしてくれたナスカの地上絵旅行、アル／

力が沢山居た動物園、市内観光、台困地域のカラパイーヨ、

日系人が作った老後施設、 1世の方々 との語リ場などと、 買重

な体験が沢山出来ま した。 中 で も、私はゆいま ーるFestival

が一番印象に残りま した。 県人会の若者たちが主体となって

行うFestivalで、 沖縄の伝統芸能がしっかりと受け継がれてい

るのが見えた場で した。 ペルーと沖縄の両方の文化を受け

継いだ若者たちは、とてもいきいきと していま した。 若者たち

は積極的に、沖縄の文化を失わないように県人会の活動に

参加 しています。 私はFestivalに参加して、 自分が沖縄に吾ら

していながら、三線 が弾けない、方言が話せないことを恥ず

かしく感じま した。 Festivalを通して、 次回県人会を訪れる際

には方言で 会話し、 三線のサークルに参加する、そ して沖縄

の文化を守リ受け継いでいくという目標ができました。
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帰国の日、涙が沢山出ま した。県人会の方々 、 家族の方々

は最後ま で 私たちのことをとても思いやって家族のように接

してく れ ま した。 本 当の娘のように大切に してくれた前園さ

ん一家には、 感謝の気持ち でいつばいです。 ペルー で経験し

たこと、学んだことを忘れずに、これから沖縄県の方々に ペ

ル ー で頑張るうちなんち ゅ の姿を伝えていきたいと思いま

す。 ペルーに居るうちなんちゅ 、 世界中のうちなんち ゅをとて

も尊敬し誇りに思います。 ありがとうございま した。
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琉球大学4年 川燿 誓華

飛行機を二度乗リ継いで、 合計フラ イト時間は約 20時 間。

飛行機と いう現代の偉大な発明品を利用してもこんなに遠

く離れた地に、 私たちのおじーやおば 一よリももっと上の年

代のうちな 一んち ゅ達は、 ひと月以上船に揺られ到行しまし
た。 言葉も違う、 文化だって食事だって、 何もかもが違う外国

に、 何のコミ ュニケ ーション手段も持 たずに 渡った 日系人の

方々は 、 最初はとても苦労をしたと間きました。 契約と違う労
働条件・過酷な生活に嫌気が差し都市に移リ住み 、 同 じ 日本

出身者を頼って少しずつ大きくなってい た 日 系人の綸。 その

小さな努力の積み重ねが、 現在の在ペル一 日系人協会や、在

ペルー沖縄県人会のような大きな組織を形成するに 至った
のだと思います。 私たちがこうして海邦弦秀ネットワーク構築
事業に参加することができ、 県系人や 日系人の 方々の沢山の

気遣いや 愛情に見守られ無事 研修を終えることができたの

も、 移民された方々のひた むきな頑張リ・ そして子孫の方々

の 自分たちのル ーツを大 事にする心、 沖縄を愛する心があっ

たからこそだと思います。
私たちは約 12日もの間 、 沖縄からすると地球の真裏側に

位翌するペルー で滞在しました 。 勿 論言語はスペイン語 で 、

トイレ事情や食文化だって違 うペル ー でしたが、一番触れる
こ とが多かったのは「沖縄らしさ」 でした。ホームステイ先の
ママは 車 で沖縄の民謡や涙そうそ うを間き、 長女は 日本語

や う ち な 一 ぐ ち を勉強していて、 お家にはヒヌカンもありま

し た 。 県人会では、沖縄と変わらないかめーかめ 一攻撃を受
け、ゆいまーるフェスティバル では参加者のみなさん とかち

ゃ ーしーも踊リました。 そして行く先々で 、 自分のル ーツであ

る沖縄を愛する人々と交流することが出来ました。

旅の最中、 病院に緊急で行くことになってしまったリとハプ

ニングもあリましたが、そ こ でも県人会の方々が病院でのサ

ポートをしてくださっ たリ、 私の体調を考えた食事を出してく

だ さ っ たリと、 とても言葉だけでは感謝してもしきれないほ

どの親切な対応をしてい ただきました。 旅の後半は、 だんだ

んと近づいてくる帰国の 日がもっと延びないものかと本当に

祈る気持ち で し た 。 空港でペル ーの家族やお 世話にな っ た

県人会の方々と最後のお別れをしましたが、とても寂しくて
仕方があリませんでした。

私は、 ペル ー での旅を終えて、 目標が二つ増えま し た 。 ひと
つ、 お金を稼いでペルーに再び行くという 事。 ふたつ、 沖縄の

ことをもっ と勉強して、他県の人や外国人の方々に私たちの
昭らしい故郷の魅力を伝えるとい うこと です。 距離も、 年月

さえ経ても愛されている沖縄 には、 こ こ で生活しているだけ

だと見過こしてしまいがちな長所がたくさんあるのだと改め
て気づくこ とが出来 ました 。 私には、 これからの沖縄を担 う若

い 世代のひとリとして、 やらないといけない多く の課題が見
えてきました 。 そ の 自党を持って、 ペル ー で お 世話にな っ た
方々が来た時に喜んで もらえるような、 沖縄を引っ 張る人材

として成長しようと決めました 。 この 事業に参加するこ とがで

きて、 本当によかっ た です。 あリがとうこざいました。
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参加者-,, ンケー ト

Q 1 ． ペル ー のウチナ ー

ンチュ家庭にホ ー ムステイする
こ と に つ いて、 み なさんのイメ
ー ジや、 期 待 して いることがあ
れは書いて下さい。

・家族の 一 員と してできるよう馴 染むことが でき、ペル ＿ の
歴史、 文化を知 りたいです。

• 初めてのことばかリだと思いますが、一生懸命がんばリま
すの でよろしく お願いします。 ペル ー料理 を食べてみたいで

す。

・皆と仲良くわきあいあいと、楽しく会話したいです。
・ペルー のウチナーンチュの方々が作 る沖縄料理やペルー

料理が食べたい。

・マ チ ュピチュなど歴史のあるところに行くこと。

・移民の話を直接間くこと。
・受け継がれている沖縄 文化を見たい。

・家（日常生活）を見てみたい。

・帰るころには大泣きするくらい仲良くなリたい。

・ スペイン 語でペルーの文化、 習慣だけど、 沖縄のことを大

切に思っ ている日系人に期待します。 沢山笑顔が溢れている

お家だったらいいな。

・沖縄 に ついてきっと沢山間かれるだろう し、彼 らも 自分の

出生地のことを（現在の） 知リたいだろ うと思います。 私もた

くさん勉強して、 ホームステイ先の日系人の方々と満足でき
る交流をしたいです。

・ペルーの人たちと仲良くなリたい。
・文化や生活を体験したい。

・ペルー で活躍しているウチナーンチュに会いたい。

・日本 語でも少し会話が出来る（イメージ）
・現地の学校や街の見学
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（派達前 ）

Q 2 . 今 回 の ツ ア ー で
不 安 に 感 じて いる こ と が あれ
ば、 素直に書いて 下さい。

・ 高山病。 ( 4名）
• 高山病や デモなどがないか気になる。

• 自分が伝えたいことを相手が理解 できるかが少し不安で
す。
・移動距離が 長いので 、 飛行機が少し心配 です（体調面では
なく 、 たいくつしないか）

・ 治安。
•発券時のお金の支払いがいつになるのか。 (12日が給料日
の為 . . )

・ペルー で体調が悪くならないか心配です。

Q 3 . ペル ー に つ い て
知りたいことを書いて下さい。

・マチュ ピチュの文化、 沖縄など日本の 文化をどれくらい知っ

ているか知リたい。

・ 日系人だけ ではなく、他の国の人たちもた くさんいるので

しょうか？

・移 民に ついて、 ペル ーの文化、 日系人の方々が日本をどう

思っている力'

・ 日系人の方々のネットワ ーク。 築き上げたものを見たい。

・現地の人々の生活習慣、 苔冨の差。
・文化、 歴史はもちろんのこと、ポップカルチャ ーや料理につ

いて学びたいと考えています。

・スペイン語、 ペルーの歴史、 ペルーの生活様式。

・ 都市や地域の特色

・移民



参加者ア ンケ ー ト
（派達後 ）

Q 1 ． 滞在 中 、 海外のウ
チナー ンチュの歴史や生活、 ウ
チナ ー ネッ ト ワ ークを学ぶこと
ができま した か ？ （施設見学を通して ・ ホー

ムスティを通して・ 県人会との交流を通して •他）

•もちろんできました。流石、 日系人の 70％が県系人というこ

ともあリ、 沖縄の料理や 習慣が沢山残っているのを感じまし

た。 また 、 1世や 2世の方々の話を間くことで 、 遠く離れた異国
の地で頑張るうちな一んちゅの姿を今一度見ることが出来ま

した。
・ 交流する時間もたっぷリあったので良かったです。
・移民についての 苦労話や成功時の話を問くことが出来、県

人の活躍を学ぶことが できる施設見学を たくさんしたので 、

とても楽しかった です。
・県人会の方々は、 私た ちよリ深く沖縄を愛しているんだな！
と思いました。 日秘文化会館 でHUZIMORI大統領のテ ロ事件

など初めて知る事が出来る 事柄があリました。

・ 移民 1世、 2世の方達の貴重なお話を聞くことが出来て、 本

当にいい経験になリました。ま た 、異国の言葉が通 じない国

で ーから工 場を作ったリ、 言葉を学んだリしている話だった

リ経験を間けてよかった です。

・ 施設見学や 日系人の話を間いて学ぶことができた。

・ 移民 1世 ・ 2世のお話、カニ エテ でのお話が特に印象に残っ

ている。

Q 2 . 派遣先の地域の方
々との交流はでき ま した か ？

・ 県人会 ・ J ICA・ ホー ムステイ ・ 日本語クラスのある学校、基

本対話形式 ・ 時々見学（ 日系人の活躍を知る事が出来た 、 ホ
ームステイ先のファミ リ ーとお喋リ ＆ 写真撮影、 カニエテ神

社（寺？）。
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・ホームステイを通して（ゆいま ー るフェ スティバル、みんな

とのおしゃベリの時 間）。
・移民についてのインタ ビュ ー（印 象に残っている交流： 県人

会にいる県系の方々との交流、西原町の方との食事 、 ホーム

ステイ先の家族、さよならパーティのダンスの練習）。

• たく さん、バレーなどお喋リ（おば様の たのもし（もあい）に
参加 できた ！ 、 ミ ゲルさん(2世）のお話、MIYASATOさんとエ

� 
場見学、 ゆいまーるフェスティバル）。

・県人会でのゆいま ーるフェ スティバル、 ホス トファミ リ ー と
踊ったこと、 イカ州 、 自らの親戚との交流。
• たくさん 、 遊びながら（ゆいま ー るフェスティバル、なみえと

ジャニーズについての ト ーク、 ガブ（県人会スタッフ）と卓球、

買い物）。
・ 会話 ・ 見学等 で （ フォルクロ ー レ、 ゆいま ーる フ ェ スティバ

ル、 AMDA、 ホー ムステイ）。

Q 3 . あ な た が 期 待 し た

ことはこのホ ー ムステイツア ー

で ど の く ら い 達 成 さ れ ま し た

か ？
テーマ ：

達成感 ： ／ 1  0 0 %（←達成感を数字 で表してください）

• う ちな一 ん ち ゅと沢山話して、 ペル ー で の生活や文化を体
感してくる ！ 120%

家族との絆を大切にする。 100%

移民について 1世 ・ 2世の方から話を間く、 100%

・ペルー移民1世、 2世の話、 交流を楽しみ学ぶ。 8 5%

• 自分とつながリのある海外ウチナーンチュ と 会う。 友達を新

にいっぱいつくる。 120%

県人会の方々と親睦を深めて、生活や 文化の 体験 ・ 移民の

歴史について深く知る。 70%

・ 充実した 2週間にする。 8 0%（残リ 20％⇒スペイン語で コミ

ュニケーションが出来なかった）

� 



Q 4 . 出発前に不安に思
っ て い た こ と 、 行ってみても不
安が大きくなっ たり、 問 題につ
ながったり しましたか？
いいえ 6 、 無回答 1

Q s . 事前オ リ エンテ ー

ショ ンは役に立ちましたか？
（複数回答可）

語学研修 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 5 

保護者説明会 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 4 

沖縄を伝える学習 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 2
沖縄移民の歴史 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 6 
参加者同志のコ ：：：：ュ — ヶ- - - ノ`ョン ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 7
派遣地からの具体的な情報（留学生よリ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 4

その他 （ペルーの ト イ レの話や習憫文化について） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 1

Q 6 . その他に事前に学
んでい た ほう がよかったと思う
ことはありますか？

・語学研修の時 間をもう少し取っていても良かったと思いま

す。 それと、 1世2 世の方への 質問を事 前に煮詰めていてもよ
かったかな。

• お 金の使い方 ( 2 )

・今回訪問する先の会社の概要

・ペルーには移民の人々がいて、 戦後沢 山の暴 動を受けたま

では学んで いたけど、 どんな感 じの暴 動だったのか 、 調べて

から直接間 いて質問したかったです。

移 民の歴史とかだけを多く学んで行っ たから、ペルー 自体

の歴史とか文化が 余リよく分からなか った。 博物館に行っ て

初めて知る 事 ばか り で、もっと 事 前に学んでおけばよかった

と思いま した。

・スペイン語を勉強 して お けばよか っ た。 簡 単な表現くらい

出来たらよかったです。
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Q 7 . 研修後、 この経験
を活かして何をしますか？ 具体
的に書いて下さい。

・スペイン語力の更なる上達を目 指し、 またこの 研修で学ん

だ格差や文化の違いに対する視点を活か した職に就きたい

です。

・方言 ・ サンシンを学びたいと思います。もっと沖縄の文化を

大切にし受 け継がなけれ ばいけないと感じま した。
・ 沖縄に研修で来ている研修生との交流（県費留学生、 西原

町研修生）

・移民についての勉強
・ 学校で発表できる時間を作ってもらい、AMDAの活動・カラ

バイーヨのことをみんなに教えたいと思います。

•今回の 研修で少し貧困な地域に行って、 J ICAなどの支援を
受けて活動 しているAMDAというグルー プの活動を見ま し

た。将来 、 私は発展途上国 で台しい 生活をしている人の 支援

をしたいと思っているので、 今回見たような公衆衛生や性教

育の授業はとても参考になリま した。
・語学の勉強をしようと思う。 方言が使えるようになりたい。

・学校の友達、 親、 沢山の人に 日 系人の活躍を知ってもらい
たい。

Q 8 . その他感爆 要望・
意 見 などありま した ら、 書いて
下さい。

・ホー ムステイをする 事によリ、 ペルー 事情をたくさん知る

事ができた。 毎 日がとても濃いスケジュールで 、 とても楽しか

ったです。 また必ず来たいと思いま した。県人会の方々、ホー

ムステイの家族に感謝の気持ち でいっぱい です。 ペルーへ
入国、 出国の際には感謝の 気持ちを述べるセ レモニ ーをし
た方が良いと思います。 （出迎えてくれた方、見送 りに若てく

れた方に対して）

夜はホストファミリーと少ししか話聞けなかったの で、 夕ご

飯は一緒に食べたかったです。

• 本当にいい体験ができま した。 ステキな人たちにめ ぐり合

わせ てくれた私の周 り のステキなみなさん、本当にあリがと

うございま した。

•このプ ログラムに参加 できて本当に良かったです。 横山さ

ん、 アルトゥ ーロさん、さつきさんの 世話になりま した。 あリが

とうございま した。



沖縄県知事公室交流推進課主任
沖縄県知事公室交流推進課国 際交流員
特定非営利活動法人沖縄N G O センタ ー

平成 2 5 年度の 「海邦養秀ネットワ ーク構築事業」では、

ペルーに沖編の学生7名をホームスティ派遺 しました。今回
のホームステイでは、移民史料館訪問、県系人職場見学、 戦
前移民の体験講話など、 ウチナーンチュ移民の歴史や文化
について学ぶプログラムが非常に充実 していました。また、

J I CA及びA MDAの協力のもと、県系人の現地医療支
援活動見学をこの事業で初めてスケジュ ールに取り入れま
した。おかげさまで、移民の歴史やベル ーの文化だけでな
く、 国際貢献についても触れる内 容となリ、 多岐にわたるウ
チナーネットワーク研脩が実施できたと実感 しています。

その成果として、 9月 2 8 日に行った報告会では、ホスト

ファミリーや県人会への深い感謝の言葉とこれからの沖縄
の国際交流を担 う決意が 、参加者から次々と語られる姿を

見届けることが出来ました。 彼等がこの決 意を今後も持ち続
けていくことを願い、未来のウチ ナーネットワ ークの担い手
として大きな期待を寄せているところです。

今回派遣 したメンバーの中には、 ペル ーに移住 した家族
や親戚を持つ者がいました。沖縄から遠く離れたベルーで親
戚に出会う感動体験を通じて 自らのルーツを再確認し、「将

来沖縄とペル ーをつなぐ役目を担いたい。」 と語る様子をと
ても頼もしく感じました。

また、引率者のひとり、 アルトゥ ーロはペルー出身の県系 3
世で、彼にはリマで元気に暮らす 1 0 2 歳になる泡瀬出身

の祖母 ・当山津代さんがおリ、 祖父の当山全成さんはかつて

ベルー沖編県人会長を務めていました。

時は流れ2 0 1 3 年、アルトゥ ーロが県の引率者と して沖

編の若い学生をペルーに派遣 し、津代さん が参加者に貴重
な体験談を語るという巡り合わせは、ペルーのウチナーンチ
ュ移民が持つ長い歴史と広がりを象徴する感動的な瞬間で
した。こう した出来事は、多くのウチナーンチュをベルーに送
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横山 貴彦
当 山 樋 ロ アル ト ゥ ー ロ
金城 さつき

り出してきた移民県 ・ 沖縄ならではのエ ピソ ー ドだと思いま
す。

今回のホームステイが初めての海外だというメンバーもい
ました。また、 ベルーに行った経験のある参加者はひとりも � 

いませんで した。しかし、ホストファミリーや県人会のみなさ
んが温かく受け入れてくれたおかげで、 参加者はあっという

間にペルーでの慕らしに馴染んでいきました。

ゆいまーるフェスティバルでは、参加者と同世代のベルー

の若いウチナーンチュ が、沖組やペルーの伝統芸能を見事

に披露する姿を見て驚き、感動するとともに 、 大きな刺激を
受けている様子が見て取れました。また、 ウチナーンチュ子
弟留学生やジュニアスタデイツアーの参加経験者が中心とな

って活躍していたことは、県交流事業の成果を垣間見ること

ができ 喜ばしい出来事で した。
このペルー訪問では、ペルーという国が持つ魅力を肌で感

じると同時に、普段自分たちが暮ら している 「沖縄」を改めて
見つめ直す 格好の機会になったと考えています。

沖縄に戻つてからも参加者はホストファミリーやベルーの · 
友人とメー ルや F B を通じて活発にやリ取りしていると聞い
ています。自分と 「家族」や「友人」 がつながることや「家族」同
士がつながることの積み重ねが広がって、最終的に 「沖縄」と
「ペルー」をつなぐことに貢献できると、私たちは信じていま
す。ぜひ、参加者にはペルーの「家族」や 「友人」 とのつながリ
をこれからも大事にし、続けていってほ しいと思います。

最後に、このホームスティに御協力をいただいたペルー沖
罐県人会及びホストファミリーの皆様、 事業の実施に御支援

いただいた関係者の皆様には、 心から感謝を申 し上げます。

皆様のおかげで参加者全員が 、 国境を越えたもうひとつの「

家族」にペルーで出会うことができました。
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